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目的

(l)デークセット
予＾墜

ひまわり 8号と機械学習を用い
た台風識別器の開発

筆保弘徳’1璽田紗希9.<.ID鵞宅2
(l:｀浜IJI立大学、 9；干塁大学）
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背景 検出モデル

●先行研究
近箪コンピューク技術の発累に仁い、讀ほ辛芍をlllllの裟虞賓芝や干蟻に
遍綱する切死も出て●た．
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台凰事例の讀点を情った
気彙衝星雲画像から台風中心位霞隕出1こ鵜する1111究はまだ少ない．

．暮葎賢象ネ食9會嶋鰭m18)
ひ●わり 1号以9の布!il柄外エ像を用いて、台風fllll'.検出鵡を作，，した．

⇒十分な伐出結果を得●ことがで•，，かった．
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＂王わり駁碍鱗像虞、高鎖裏"”:-9 を用いて学刊を行う．
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亭磁究，，は．零1/(<nl=K>d●)により作圧されたカスケードF・···~“灌91
Iiを台風位置校出モデルと名付けた．
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特徴量について カスケード型AdaBoost識別器の仕組み

輝置分布(l8P)
•バイナリーデークを計算し、ヒ
ストグラムをi9成ずる．
•ヒストグラムの集まりを字弩し、
判別を行う．
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・画像の一部分を切り出し、局
所的な明墳差を算出ずる．
・局所的な特徴を様々組み合わ
せることで望9りする＾
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学習・検証デーク 評価方法について

●気象庁ペストトラックから縁形内挿して得た、 201S年9月から2016年ま
での卵外蘊像（パンド 13) 、水藁気基像（パンド8) から切り出した台凧ilt
像56372枚を posi1匹董像
●台風奔長笠Ill/11の北西太平洋の範囲からランダムに随出した非台風iii像
父<)C)()枚をn.g●,-.iii像
●検証デークとして2019年の一年間の画像を用いた．
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赤外画像VS水蒸気画像 輝度分布VS明暗差
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統計的な検証
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・明●菱校出醤の万が．伐出蚊が多
いため検出事が高い馳娯となった．

●しかし．遍合事11輝置分布紋出醤
の方が高く、綱剛甍慎出霰でヽい貪出
が不安定になっている．
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輝底分布における2017年の台風別の検出率 考察

g• 

度が低い台風の特徴
が騎い台風、書が広範囲に広がっている台風＾他の台風や擾乱
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桟出事が20ヽ以下
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台風事例ことに検出隕
度にばらつきがある．

まとめ 謝辞

轡械字誓を用いて、台風位置隕出モデルを＂成し、どのパンド、モデルの碍
検出精度がよくなるのかを虞ぺた．
そして、作応した台風位置検出モデルがどのような特徴の台風の巧、検出精
度が良くなるのかを輝ぺた．

●赤外画縁vs水姦気画像は、赤外画象の勝ちであった。

●輝度分布W明咽ぷは、輝度分布の勝ちであった。

●零の組謁化が憐く、彊度が謁い台風、 1たは鬱が広い範囲に広がっ
ている台風、近くに別の台風や羅乱が存在ずる台風が検出しにくい事
がわかった．

今五ヽ9，さがこ翼なるバンドの三懺をデークセットにし本閾箕，，鵜贔とと餃ら・'”
事で、さら 1こ憤出精度のRぃ台風憤出そデルの日免ヽこロリ嶋んでい裏たい．

干豆大学覆鳩，/そートセンシング研虻センター汽日H用研究のPl11みで'I'­
クを戴供していたださました．竺嶋筐一鱒士に 19、本碍究において＂こな漬
鑢をいただきました．
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